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(57)【要約】
　本発明は、エレクトロルミネッセンスディスプレイの
ディスプレイ駆動部を制御するディスプレイ駆動部制御
回路および方法を提供する。ディスプレイ制御部は、表
示素子を駆動する少なくとも１つの実質的定電流発生器
（６１０）を備えており、制御回路は、定電流発生器に
よって電流が調整される第１の線（１、２、・・・、ｍ
）の駆動電圧（Ｖｍａｘ）を検知する駆動電圧センサ（
６３０）と、供給線から定電流発生器へ提供される供給
電圧（Ｖｄｄ）からオフセットされた参照電圧（Ｖｒｅ
ｆ）を提供する参照電圧発生器（６４５）と、参照電圧
（Ｖｒｅｆ）と駆動電圧（Ｖｍａｘ）との差を決定して
調整信号を生成する手段（６５０）とを備え、調整信号
に応じて供給電圧を調整するように電圧制御部（６５５
）が構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイのディスプレイ駆動部を制御するディスプレイ
駆動部制御回路であって、前記ディスプレイは、表示素子を駆動する少なくとも１つの実
質的定電流発生器を備えており、前記制御回路は、
　前記定電流発生器によって電流が調整される第１の線の駆動電圧を検知する駆動電圧セ
ンサと、
　供給線から前記定電流発生器へ提供される供給電圧からオフセットされた参照電圧を提
供する参照電圧発生器と、
　前記参照電圧と前記駆動電圧との差を決定して調整信号を生成する手段と
を備え、前記調整信号に応じて前記供給電圧を調整するように電圧制御部が構成されるデ
ィスプレイ駆動部制御回路。
【請求項２】
　前記ディスプレイは、複数のエレクトロルミネッセンス表示素子と複数の実質的定電流
発生器とを有するパッシブマトリクスディスプレイであり、前記駆動電圧センサは、最大
電圧を検知するように構成され、前記決定手段は、前記参照電圧と前記最大電圧との差を
決定するように構成された比較器である請求項１に記載のディスプレイ駆動部制御回路。
【請求項３】
　前記駆動電圧センサは、複数のトランジスタを備え、前記複数のトランジスタのそれぞ
れは、前記定電流発生器によって電流が調整される線へのゲート接続を有しており、前記
複数のトランジスタの各ソース端子は、共に前記供給線に接続され、前記複数のトランジ
スタの各ドレイン端子は、共にさらなる線に接続される請求項２に記載のディスプレイ駆
動部制御回路。
【請求項４】
　前記トランジスタは、ｎチャネル電界効果トランジスタである請求項３に記載のディス
プレイ駆動部制御回路。
【請求項５】
　前記さらなる線は、グラウンド電位に、または前記供給電圧より下の電位にある請求項
３または４に記載のディスプレイ駆動部制御回路。
【請求項６】
　前記参照電圧発生器は、いくつかの接合電圧を備える上記請求項のいずれか１項に記載
のディスプレイ駆動部制御回路。
【請求項７】
　前記電圧制御部は、ＤＣ－ＤＣコンバータを備える上記請求項のいずれかに記載のディ
スプレイ駆動部制御回路。
【請求項８】
　前記エレクトロルミネッセンス表示素子は、有機発光ダイオードを備える上記請求項の
いずれかに記載のディスプレイ駆動部制御回路。
【請求項９】
　前記パッシブマトリクスディスプレイは、行と列とのアレイを備え、前記回路は、マル
チラインアドレッシング用に構成される請求項２に記載のディスプレイ駆動部制御回路。
【請求項１０】
　前記エレクトロルミネッセンス素子のルミネッセンスは、前記素子への連続する駆動信
号の実質的線形和によって得られる請求項９に記載のディスプレイ駆動回路。
【請求項１１】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイを駆動するディスプレイ駆動部の電源電圧を調
整する方法であって、前記ディスプレイは、少なくとも１つのエレクトロルミネッセンス
表示素子を備え、前記駆動部は、前記表示素子を駆動する少なくとも１つの実質的定電流
発生器を含むとともに前記電流発生器に前記電源電圧を供給する電源供給線を有しており
、前記方法は、
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　前記供給電圧からオフセットされた駆動電圧を検知し、
　参照電圧と前記駆動電圧との差を決定して調整信号を生成し、
　前記調整信号に応じて前記供給電圧を制御する
ことを含む方法。
【請求項１２】
　前記ディスプレイは、複数のエレクトロルミネッセンス表示素子と複数の実質的定電流
発生器とを有するパッシブマトリクスディスプレイであり、前記駆動電圧の検知は、最大
電圧を検知することを含み、前記決定は、前記参照電圧と前記最大電圧との差を決定する
ことを含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記パッシブマトリクスディスプレイは、行電極と列電極とのアレイを備え、前記ディ
スプレイを駆動する方法は、２つ以上の行電極を駆動すると同時に複数の列電極を駆動す
ることを含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エレクトロルミネッセンス素子の所望のルミネッセンスは、前記画素への連続する
駆動信号の実質的線形和によって得られる請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記エレクトロルミネッセンス素子は、有機発光ダイオードを備える請求項１１ないし
１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記制御ステップは、前記供給電圧を上昇させること、または前記供給電圧を低下させ
ることのいずれか一方を含み、前記供給電圧の上昇は、前記供給電圧の低下よりも迅速に
行われる請求項１１ないし１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　実質的に上に、および／または添付の図面の図６を参照して記載されたディスプレイ駆
動部。
【請求項１８】
　実質的に上に、および／または添付の図面の図６を参照して記載された、ディスプレイ
駆動部の電源電圧を調整する方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　有機発光ダイオード（Organic light emitting diode、ＯＬＥＤ）は、著しく有利な形
態の電気光学ディスプレイを構成する。ＯＬＥＤは明るく、色彩に富み、スイッチングが
高速で、広い視野角が得られ、多様な基板上で容易かつ安価に製造できる。
【０００２】
　有機ＬＥＤ（ここでは有機金属系のＬＥＤを含む）は、ポリマーまたは小分子のいずれ
かを用いて、使用される材料に依存するさまざまな色で製造され得る。ポリマー系の有機
ＬＥＤの例は、国際公開第９０／１３１４８号、国際公開第９５／０６４００号、および
国際公開第９９／４８１６０号に記載され、小分子系のデバイスの例は、米国特許第４，
５３９，５０７号明細書に記載され、デンドリマー系の材料の例は、国際公開第９９／２
１９３５号および国際公開第０２／０６７３４３号に記載されている。
【０００３】
　典型的な有機ＬＥＤの基本構造１００を図１ａに示す。ガラスまたはプラスチックの基
板１０２が透明なアノード層１０４を支持し、アノード層１０４は、例えば酸化インジウ
ムスズ（ＩＴＯ）で構成され、その上に正孔輸送層１０６、エレクトロルミネッセンス層
１０８、およびカソード１１０が堆積させられる。エレクトロルミネッセンス層１０８は
、例えばＰＥＤＯＴ：ＰＳＳ（ポリエチレンジオキシチオフェンのポリスチレンスルホン
酸ドープ体）で構成されてよい。カソード層１１０は、典型的には、カルシウムのような
低仕事関数金属で構成され、また、電子のエネルギー準位の整合を向上させるため、アル
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ミニウムの層のような付加的な層をエレクトロルミネッセンス層１０８に直接隣接して含
んでよい。アノードおよびカソードへの接触ワイヤ１１４および１１６は、それぞれ電源
１１８への接続を提供する。小分子のデバイスにも同様の基本構造が用いられ得る。
【０００４】
　図１ａに示す例では、光１２０は、透明なアノード１０４および基板１０２を通して発
せられる。このようなデバイスは、「ボトムエミッタ」と呼ばれる。カソードを通して発
するデバイスも、例えば、カソードが実質的に透明になるようにカソード層１１０の厚さ
を約５０～１００ｎｍより小さく保つことによって、構成され得る。
【０００５】
　有機ＬＥＤは、画素のマトリクスという形で基板上にデポされて、単色または多色画素
型ディスプレイを構成し得る。多色型ディスプレイは、赤、緑、および青の発光画素群を
用いて構成されてよい。そのようなディスプレイでは、複数の行ライン（または列ライン
）をアクティブにすることによって個々の素子が全体的にアドレス指定されて複数の画素
が選択され、複数の行（または列）の画素に書き込みが行われて、表示が作り出される。
いわゆるアクティブマトリクスディスプレイは、各画素と関連付けられた、典型的には蓄
積キャパシタおよびトランジスタであるメモリ素子を有し、一方、パッシブマトリクスデ
ィスプレイはそのようなメモリ素子を持たず、その代わり、安定した画像という印象を与
えるために、テレビ映像と幾分同じように、繰り返し走査される。
【０００６】
　図１ｂは、パッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイ１５０の断面を示す図であり、同
図において、図１ａのものと同じ要素は同じ参照番号で示されている。パッシブマトリク
スディスプレイ１５０において、エレクトロルミネッセンス層１０８は複数の画素１５２
を備え、カソード層１１０は電気的に互いに絶縁された複数の導線１５４を備え、導線１
５４は、図１ｂにおいてページを貫くように通っており、付随する接点１５６がそれぞれ
に付いている。同様に、ＩＴＯアノード層１０４も、カソード線と直交して通っている複
数のアノード線１５８を備えており、そのうちの１本のみが図１ｂに示されている。また
、各アノード線にも接点（図１ｂには図示しない）が設けられている。カソード線および
アノード線の交点のエレクトロルミネッセンス画素１５２は、該当するアノード線とカソ
ード線との間に電圧を印加することによってアドレス指定されてよい。
【０００７】
　次に、図２ａを参照すると、この図は図１ｂに示した種類のパッシブマトリクスＯＬＥ
Ｄディスプレイ１５０用の駆動構成を概念的に示すものである。複数の定電流発生器２０
０が設けられ、そのそれぞれが供給線２０２と複数の列ライン２０４のうちの１本とに接
続されているが、明快にするため、そのうちの１本のみを示してある。複数の行ライン２
０６（そのうちの１本のみを示してある）も設けられており、そのそれぞれは、交換接続
２１０によって接地線２０８へ選択的に接続されてよい。図示のように、線２０２の供給
電圧が正なので、列ライン２０４はアノード接続１５８を備え、行ライン２０６はカソー
ド接続１５４を備えるが、電源供給線２０２が接地線２０８に対して負である場合は、こ
れらの接続は逆にされる。
【０００８】
　図示のように、ディスプレイの画素２１２には電力が供給され、それにより点灯する。
画像を生成するためには、行の接続２１０を保ったまま、各列ラインを、行全体がアドレ
ス指定されるまで順にアクティブ化し、そして次の行を選択してこの処理を繰り返す。あ
るいは、行を選択してすべての列を並行して書き込む、すなわち、行を選択し電流を各列
ラインに同時に送り込んで行の各画素をそれぞれの所望の明るさで同時に点灯させてもよ
い。後者の構成は、さらなる列駆動回路が必要にはなるが、各画素のリフレッシュを高速
化できるので好ましい。さらなる代替構成では、列の各画素を順にアドレス指定してから
次の列をアドレス指定するようにしてもよいが、これは、特に以下に述べるような列の静
電容量の効果の理由から、普通は好ましくない。なお、図２ａの構成において、列駆動回
路の機能と行駆動回路の機能とを入れ替えてもよいことは理解されるであろう。
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【０００９】
　通常、ＯＬＥＤに対しては電圧制御型の駆動ではなく電流制御型の駆動を施すが、これ
は、ＯＬＥＤを流れる電流によってＯＬＥＤが出力する光子の数が決まり、それによって
ＯＬＥＤの明るさが決まるからである。電圧制御型の構成では、ディスプレイの領域にわ
たって明るさが変化したり、時間、温度、経年とともに明るさが変化したりする可能性が
あり、そのため、所与の電圧で駆動された時に画素がどれくらいの明るさで光るのかを予
測することが困難になる。カラーディスプレイでは、色表現の正確さが影響を受ける恐れ
もある。
【００１０】
　図２ｂ～２ｄはそれぞれ、画素がアドレス指定された際の、画素にかけられる電流駆動
２２０と、画素端子間の電圧２２２と、画素からの光出力２２４とを、時間２２６に対し
て示す図である。画素を含む行をアドレス指定し、破線２２８で示す時刻にその画素の列
ラインに電流を流す。列ライン（および画素）は付随する静電容量を有するので、電圧は
徐々に最大値２３０まで上昇する。画素が発光し始めるのは、画素端子間の電圧がＯＬＥ
Ｄのダイオード電圧降下よりも大きくなる点２３２に達してからである。同様に、時刻２
３４で駆動電流を切ると、電圧および光出力は、列の静電容量が放電するに連れて徐々に
減衰する。行の画素がすべて同時に書き込まれる場合、すなわち列が並行して駆動される
場合は、時刻２２８と時刻２３４との時間間隔はライン走査周期と一致する。
【００１１】
　図３は、パッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイ用の一般的な駆動回路の概略図３０
０を示す。ＯＬＥＤディスプレイは、破線３０２で示されており、対応する行電極接点３
０６をそれぞれが持つ複数のｎ本の行ライン３０４と、対応する複数の列電極接点３１０
をもつ複数のｍ本の列ライン３０８とを備える。ＯＬＥＤは、行ラインと列ラインとの各
組の間に接続されており、図示の構成では、ＯＬＥＤのアノードが列ラインに接続されて
いる。Ｙドライバ３１４は定電流で列ライン３０８を駆動し、Ｘドライバ３１６は行ライ
ン３０４を、行ラインを選択的に接地させて駆動する。Ｙドライバ３１４およびＸドライ
バ３１６は、典型的には、両方ともプロセッサ３１８に制御される。電源３２０は、回路
、特にＹドライバ３１４へ電力を供給する。
【００１２】
　図４は、図３のディスプレイ３０２のようなパッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイ
の列ライン１本用の電流駆動部４０２の主な特徴を模式的に示す図である。パッシブマト
リクスディスプレイの複数の列電極を駆動するため、典型的には、このような電流駆動部
が図３のＹドライバ３１４のような列駆動集積回路に複数設けられる。
【００１３】
　図４の電流駆動部４０２は、この回路の主な特徴を概説するものであり、バイポーラト
ランジスタ４１６を内蔵する電流駆動ブロック４０６を備え、バイポーラトランジスタ４
１６は、供給電圧Ｖsの電源供給線４０４へ実質的に直接接続されたエミッタ端子を有す
る（これは、エミッタ端子が駆動部用の電源供給線または端子に最も直接的な経路で接続
されることが必ずしも必要であるということではなく、エミッタと電源供給レールとの間
の駆動回路内の経路または接続部分に内在する抵抗は別として、間に入る構成要素がない
ことが好ましいということである）。列駆動出力４０８は、通常は行駆動ＭＯＳスイッチ
（図４には図示しない）を介して、ＯＬＥＤ４１２に電流駆動を提供する。ＯＬＥＤ４１
２は、接地接続４１４も有する。電流駆動ブロック４０６には電流制御入力４１０が提供
される。電流制御入力４１０については、説明のためトランジスタ４１６のベースに接続
された状態を示すが、実際には電流ミラー構成が好ましい。電流制御線４１０の信号は、
電圧信号または電流信号のいずれかを含んでよい。電流駆動ブロック４０６が可変の制御
可能電流源を提供する場合は、各電流駆動ブロックは、インターフェースを介してデジタ
ル・アナログコンバータからのアナログ出力により制御されてよい。そのような制御可能
電流源により、輝度可変またはグレースケールのディスプレイを提供できる。画素の明る
さを変える他の方法としては、パルス幅変調（Pulse Width Modulation、ＰＷＭ）を用い
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て画素点灯時間を変えることなどがある。ＰＷＭ方式では、画素は完全に点灯されるか完
全に消灯されるかのいずれかであるが、観察者の肉眼における時間積分によって画素の見
かけの明るさが変わる。
【発明の概要】
【００１４】
　図５を参照すると、制御可能定電流源から駆動されるＯＬＥＤについて、電源電圧に対
する、電源から引き込まれる電流のグラフ４２０が示してある。この曲線には、最初「感
度のない」領域があり、この領域では、順方向電圧がＯＬＥＤを点灯させるのに十分にな
るまで、実質的にまったく電流が流れない。そして、直線でない領域４２２の次には、破
線４２６で示された電圧より上で曲線の実質的に平坦な部分４２４が続き、だいたい「Ｓ
」の形の曲線となっている。提供するように制御された電流で定電流源が正常に動作する
ことを保証する最低供給電圧が、破線４２６で示された電圧で定まる。
【００１５】
　図５から容易に分かるように、電力を上げても電力損失が増すだけという領域４２４が
存在する。従って、破線４２６で示される電圧またはその近傍で動作させることが好まし
い。しかしながら、この境界の電源電圧は、ディスプレイの古さやディスプレイの温度な
どのいくつかの要因に依存し、可変電流が供給される場合には定電流源から提供されてい
る電流に依存する。それゆえに、変動する環境または駆動状態に対して電源電圧を適応さ
せることのできる技術の必要性が継続的に存在する。
【００１６】
　本発明の第１の態様によれば、エレクトロルミネッセンスディスプレイのディスプレイ
駆動部を制御するディスプレイ駆動部制御回路が提供され、ここで、ディスプレイは、表
示素子を駆動する少なくとも１つの実質的定電流発生器を備えており、制御回路は、定電
流発生器によって電流が調整される第１の線の駆動電圧を検知する駆動電圧センサと、供
給線から定電流発生器へ提供される供給電圧からオフセットされた参照電圧を提供する参
照電圧発生器と、参照電圧と駆動電圧との差を決定して調整信号を生成する手段とを備え
、調整信号に応じて供給電圧を調整するように電圧制御部が構成される。
【００１７】
　好ましくは、ディスプレイは、複数のエレクトロルミネッセンス表示素子と複数の実質
的定電流発生器とを有するパッシブマトリクスディスプレイであり、駆動電圧センサは、
最大電圧を検知するように構成され、決定手段は、参照電圧と最大電圧との差を決定する
ように構成された比較器である。
【００１８】
　さらに好ましくは、駆動電圧センサは、複数のトランジスタを備え、複数のトランジス
タのそれぞれは、定電流発生器によって電流が調整される線へのゲート接続を有しており
、複数のトランジスタの各ソース端子は、共に供給線に接続され、複数のトランジスタの
各ドレイン端子は、共にさらなる線に接続される。
【００１９】
　好ましくは、トランジスタは、ｎチャネル電界効果トランジスタであり、また随意に、
さらなる線は、グラウンド電位に、または供給電圧より下の電位にある。
【００２０】
　好ましくは、参照電圧発生器は、いくつかの接合電圧を備え、電圧制御部は、好ましく
はＤＣ－ＤＣコンバータを備える。
【００２１】
　本発明の第１の態様は一般的なパッシブマトリクス駆動方式に適合するが、本回路は、
マルチラインアドレッシング用に構成されることが好ましく、エレクトロルミネッセンス
素子のルミネッセンスは、素子への連続する駆動信号の実質的線形和によって得られる。
【００２２】
　本発明の第２の態様によれば、エレクトロルミネッセンスディスプレイを駆動するディ
スプレイ駆動部の電源電圧を調整する方法が提供され、ここで、ディスプレイは、少なく
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とも１つのエレクトロルミネッセンス表示素子を備え、駆動部は、表示素子を駆動する少
なくとも１つの実質的定電流発生器を含むとともに電流発生器に電源電圧を供給する電源
供給線を有しており、方法は、供給電圧からオフセットされた駆動電圧を検知し、参照電
圧と駆動電圧との差を決定して調整信号を生成し、調整信号に応じて供給電圧を制御する
ことを含む。
【００２３】
　好ましくは、ディスプレイは、複数のエレクトロルミネッセンス表示素子と複数の実質
的定電流発生器とを有するパッシブマトリクスディスプレイであり、駆動電圧の検知は、
最大電圧を検知することを含み、決定は、参照電圧と最大電圧との差を決定することを含
む。
【００２４】
　本発明の第２の態様は一般的なパッシブマトリクス駆動方式に適合するが、本方法は、
以下のように、マルチラインアドレッシング用に構成されることが好ましい。すなわち、
パッシブマトリクスディスプレイが、行電極と列電極とのアレイを備え、ディスプレイを
駆動する方法が、２つ以上の行電極を駆動すると同時に複数の列電極を駆動することを含
むように、である。また、さらに好ましくは、エレクトロルミネッセンス素子の所望のル
ミネッセンスは、画素への連続する駆動信号の実質的線形和によって得られる。
【００２５】
　好ましくは、制御ステップは、適宜、供給電圧を上昇させること、または供給電圧を低
下させることのいずれか一方を含み、供給電圧の上昇は、供給電圧の低下よりも迅速に行
われる。
【００２６】
　ＯＬＥＤディスプレイの寿命を向上させることのできる技術の必要性もまた、継続的に
存在する。パッシブマトリクスディスプレイに適用できる技術については特に必要性があ
るが、これはパッシブマトリクスディスプレイの製造がアクティブマトリクスディスプレ
イよりも非常に安く済むからである。ＯＬＥＤの駆動レベル（ひいては明るさ）を低減さ
せることにより、デバイスの寿命を著しく向上できる。例えば、ＯＬＥＤの駆動・明るさ
を半分にすることにより、その寿命をおよそ４倍に延ばすことが可能である。国際公開第
２００６／０３５２４６号、国際公開第２００６／０３５２４７号、および国際公開第２
００６／０３５２４８号の内容は引用することによりここに組み込まれているものとする
が、これらの出願において、本出願人は、特にパッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイ
において、ディスプレイ駆動レベルのピークを下げ、それによりディスプレイの寿命を延
ばすために用いられるマルチラインアドレッシング技術に、一つの解決策があることを認
めた。大まかに言えば、これらの方法は、ＯＬＥＤディスプレイの２つ以上の行電極を第
１の行駆動信号セットで駆動するのと同時にＯＬＥＤディスプレイの複数の列電極を第１
の列駆動信号セットで駆動することを含み、次いで、２つ以上の行電極が第２の行駆動信
号セットで駆動されるのと同時に列電極が第２の列駆動信号セットで駆動される。好まし
くは、行駆動信号および列駆動信号は、電流源または電流シンクのような実質的定電流発
生器からの電流駆動信号で構成される。また、こうした電流発生器は、例えばデジタル・
アナログコンバータを用いて、制御可能またはプログラム可能となっていることが好まし
い。
【００２７】
　２つ以上の行と同時に列を駆動することの効果は、行駆動信号により定められる比率で
、２つ以上の行の間で列駆動を分割するということである。言い換えると、電流駆動の場
合は、行駆動信号の相対値または比率により定められる比率で、２つ以上の行の間で列の
電流が分割される。大まかに言えば、これにより画素の行またはラインのルミネッセンス
プロファイルが複数のライン走査周期にわたって構築されるので、ＯＬＥＤ画素のピーク
輝度が効果的に低減され、その結果、ディスプレイの画素の寿命が延びる。電流駆動では
、画素の所望のルミネッセンスが画素への連続する駆動信号の実質的線形和によって得ら
れる。
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【００２８】
　従って、本発明は、特にパッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイの効率を改善するこ
とに関係する。また、本発明は、マルチラインアドレッシング技術に適合することも有利
である。
【００２９】
　次に、本発明のこれらおよびさらなる実施の形態について、単に例として、添付の図面
を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１ａおよび図１ｂはそれぞれ、有機発光ダイオードおよびパッシブマトリクス
ＯＬＥＤディスプレイの断面を示す図である。
【図２】図２ａないし図２ｄはそれぞれ、パッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイの概
念的な駆動部構成と、ディスプレイ画素の、時間に対する電流駆動のグラフと、時間に対
する画素電圧のグラフと、時間に対する画素光出力のグラフとを示す図である。
【図３】図３は、従来技術によるパッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイの一般的な駆
動回路の概略図を示す。
【図４】図４は、パッシブマトリクスＯＬＥＤディスプレイの列の電流駆動部を示す図で
ある。
【図５】図５は、ＯＬＥＤ表示素子およびその関連電流源の電流－電圧曲線を示す図であ
る。
【図６】図６は、本発明の第１の実施の形態によるパッシブマトリクスＯＬＥＤ駆動回路
の概略図の一部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　上記したように、図６は、本発明の第１の実施の形態によるパッシブマトリクスＯＬＥ
Ｄディスプレイ６００の概略図の一部を示す図である。ディスプレイ６００は、行駆動回
路（図６には図示しない）により駆動される行電極と、列駆動部６０５により駆動される
列電極ライン１、２、３、・・・、ｍとを備える。各列の駆動部は、図４で説明したよう
な実質的定電流発生器６１０（電流源で示されている）を備える。図６において、各電流
発生器６１０は、供給線６１５の電源電圧Ｖddによって電力を供給され、デジタル・アナ
ログコンバータ６２０からのアナログ出力によって制御される。列駆動部６１０へ表示デ
ータを提供するため、制御入力６２５がディスプレイ駆動論理部からデジタル・アナログ
コンバータ６２０へ提供される。また、ディスプレイ駆動論理部は、行選択制御を行駆動
部（図示しない）へ提供してもよい。デジタル・アナログコンバータ６２０は、列電極ラ
イン１、２、３、・・・、ｍのそれぞれに設けられてもよいし、例えば時間多重化によっ
て、単一のデジタル・アナログコンバータが列ライン間で共用されてもよい。
【００３２】
　図６に描いたように、電流源は、輝度可変またはグレースケールのディスプレイを提供
するために制御可能な電流源となっているが、他の実施の形態では固定電流源が用いられ
てもよい。これらの実施の形態では、人間の目における見かけの輝度が可変となるように
パルス幅変調が用いられてもよいし、あるいは、ディスプレイの画素がすべて実質的に同
じ相対輝度を有しても、つまりディスプレイがグレースケールのディスプレイでなくても
よい。さらに他の実施の形態では、異なる色の画素をディスプレイに用いて色可変のディ
スプレイを提供してもよい。
【００３３】
　各列電極ライン１、２、３、・・・、ｍは、ｎチャネル電界効果トランジスタ（ＦＥＴ
）６３０のゲート端子Ｇに接続され、ｎチャネルＦＥＴ６３０のソース端子Ｓは、共にプ
ルダウン抵抗器６３５を介してグラウンド６４０（または供給電圧の電圧よりも低い他の
電圧）へと接続される。ｎチャネルＦＥＴ６３０のドレイン端子Ｄは、共に供給線６１５
に接続される。
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【００３４】
　参照電圧源６４５は、内蔵された接合電圧のアレイを備え、一端が供給線６１５に接続
され、他端が比較器６５０の第１の入力端子に接続される。比較器６５０は、ｎチャネル
電界効果トランジスタ６３０の各ソース端子に接続された第２の入力端子を有する。比較
器の出力端子は、電圧制御部６５５に接続される。電圧制御部６５５は、列駆動部６０５
へ提供される出力供給電圧を変えるように構成される。このような電圧制御部６５５は、
当技術分野で周知のようにＤＣ－ＤＣ制御部を備えてよい。
【００３５】
　動作時は、まず電源電圧Ｖddが例えば１５Ｖという値をとり、参照電圧源６４５が３Ｖ
の電圧降下を提供して、それにより参照電圧Ｖrefが比較器６５０への第１の入力１２Ｖ
に保持される。各ＦＥＴ６３０のソース接続は最大列電圧Ｖmaxとして設けられており、
列電極ライン１、２、３、・・・、ｍのいずれかが最大列電圧よりも上昇すると、対応す
るＦＥＴ６３０のゲート端子Ｇがソース端子Ｓよりも引き上げられてＦＥＴ６３０がオン
になり、ＦＥＴ６３０がオフになるまで、あるいは対応するＦＥＴ６３０の電流がプルダ
ウン抵抗器６３５を流れ落ちる電流に釣り合うに足るだけ、ソース端子電圧Ｓが引き上げ
られる。最大列電圧Ｖmaxは比較器６５０によって参照電圧Ｖrefと比較され、比較器６５
０は、電源電圧Ｖddの上昇が必要なのか低下が必要なのかを示す１ビットの信号を生成す
る。電源電圧Ｖddの上昇が必要な場合は、ＤＣ－ＤＣ制御部は、電源電圧を迅速に上昇さ
せるように動作可能である。電源電圧Ｖddの低下が必要な場合は、ＤＣ－ＤＣ制御部は、
電源電圧を徐々に減衰させるように動作可能である。特に、ディスプレイの明るさおよび
画像内容の増加のために電源電圧の迅速な上昇が必要とされることがある。
【００３６】
　無論、当業者には他の多くの効果的な代替例が見いだされるであろう。本発明が、記載
された実施の形態に限定されず、本明細書に添付された請求の範囲の精神と範囲内にある
、当業者にとって明らかな変更を包含することは理解されるであろう。
【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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摘要(译)

一种显示驱动器控制电路和方法，用于控制电致发光显示器的显示驱动器，该显示器包括至少一个基本上恒定的电流发生器，用于
驱动显示元件，该控制电路包括：驱动电压传感器，用于检测第一驱动电压电流由恒流发生器调节的线;参考电压发生器，用于提供
从电源线提供给恒流发生器的电源电压的参考电压偏移;用于确定参考电压和驱动电压之间的差值并用于产生调节信号的装置，并且
其中电压控制器被配置为响应于调节信号调节电源电压。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5f554b1d-a1c4-44e2-803f-2ef80901bf7c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038739212/publication/JP2010541012A?q=JP2010541012A



